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研究成果の概要（和文）：本研究の成果として次の2点を挙げることができる。まず、カリキュラム・マネジメ
ントにおける校長の役割について、カリキュラム・リーダーシップ論にもとづいてモデル化したことである。次
に、そのモデルにもとづいて、「カリキュラム・マネジメントを推進する校長のためのポートフォリオ－カリキ
ュラム開発の充実のために－」を開発したことである。なお、開発したポートフォリオについては、カリキュラ
ム・マネジメントを推進しようとしている校長に配布し、その普及につとめた。

研究成果の概要（英文）：Our research findings are summarized in the following two points. First, we 
developed a model for the role of the principal in curriculum management. The model is based on 
curriculum leadership theory. Second, based on the model, we developed “A Portfolio for Principals 
Promoting Curriculum Management: For the Enhancement of Curriculum Development”. The developed 
portfolios were distributed to principals who are trying to promote curriculum management, and 
efforts were made to promote their use.

研究分野：教育工学

キーワード： カリキュラム・マネジメント　カリキュラム・リーダーシップ　校長　ポートフォリオ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
まず、本研究を通じて、カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割の特徴が明らかになった。次に、カリ
キュラム・マネジメントにおける校長の役割のモデル化を図ったことにより、その全体像や役割間の関連性がよ
り明示された。さらに、それをもとに、開発した「カリキュラム・マネジメントを推進する校長のためのポート
フォリオ」には、校長としてカリキュラム・マネジメントの軌跡を蓄積することができる。また、校長が果たす
役割について解説した小冊子が添付されており、教材としても活用可能である。学術研究の成果の学校現場への
還元という意味において、ポートフォリオの開発は社会的意義があると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当初、すでにカリキュラム・マネジメントを活性化・充実させる必要性がさまざまに

指摘されていた。こうした動きと連動しながら、カリキュラム研究の領域では、2000 年前後よ
り、カリキュラム・マネジメントやカリキュラム・リーダーシップに関する知見が蓄積されてお
り、それらでは、カリキュラム・マネジメントに影響を及ぼす要因として「リーダーシップ」に
言及されていた。また、校長の役割やリーダーシップに関しては、学校経営の領域においても研
究知見が蓄積されていた。 
しかしながら、これらの先行研究では、カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割の重

要性が指摘されたり、その具体的な様相が明らかにされたりしていたが、カリキュラム・マネジ
メントにおいて校長が果たしている役割についての全体像の把握やそのモデル化はなされてお
らず、さらなる研究の必要性があると考えられた。 
また、校長がカリキュラム・マネジメントにおいて役割を果たすためには、現状を把握したり、

記録したりするためのツールが必要である。しかしながら、それまでに開発されているツールは、
カリキュラム・マネジメントのいくつかの段階、具体的には、点検・評価の段階において限定的
に活用できるものにとどまっていた。つまり、カリキュラム・マネジメントのプロセス全体、よ
り具体的には、自校の実態把握・計画・実施・評価・改善において、継続的に活用できるツール
にはなっていないと考えられた。加えて、各学校におけるカリキュラム・マネジメントを中長期
的に継続・発展させていくためには、その進捗を点検・評価するともに、各年度における取り組
みの記録を蓄積していくことが不可欠であると考えた。それを実現するツールとして、ポートフ
ォリオという形式が適していると考え、その開発に取り組むこととした。 
 
２．研究の目的 

上記 1 で述べた背景や先行知見の課題をふまえた上で、本研究の目的として、以下を設定し
た。まず、カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割の実態を把握することとした。次に、
それをふまえて、カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割をモデル化することとした。
さらに、校長がカリキュラム・マネジメントにおいて役割を遂行していくことを支援するための
ツールとして、ポートフォリオを開発することとした。 
 
３．研究の方法 
 上記 2 で述べた目的をふまえた上で、以下の方法により研究をすすめた。 
（1）カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割に関する文献レビュー 
カリキュラム研究、学校経営研究のうち、カリキュラム・マネジメントや校長のリーダーシッ

プに関する国内外の先行知見をレビューし、研究動向を把握した。 
 
（2）カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割に関する国内外での調査 
 ①国内におけるインタビュー調査 

特色あるカリキュラムを開発している小学校や中学校の校長を対象としたインタビュー調査
を実施した。インタビュー調査に際しては、まず各校が作成している研究紀要等の資料やホーム
ページの情報をもとに、当該校の「学校を基盤としたカリキュラム開発（School Based 
Curriculum Development :SBCD）」の概要を把握した。その上で、各校の校長に対して、半構造
化インタビューを実施した。なお、本研究において、カリキュラム・マネジメントは、SBCD と重
なるところがある営みであると位置づけて
おり、さらに言えば、SBCD をより包括的なも
のとして捉えている。 
インタビューにおける質問項目は、各校の

SBCD やカリキュラム・マネジメントの概要、
そこでの校長のアクションやその意図であ
った。インタビュー実施時には、IC レコーダ
ーを用いて音声データを収集した。分析に先
立ち、校長へのインタビューにおいて収集し
た音声データをプロトコル化した。その上
で、カリキュラム・リーダーシップ論にもと
づいて校長を含むリーダーの役割を示して
いる木原（2009）のモデル（図 1）を枠組み
として用いて、分析を行った。 
 
 ②国内における質問紙調査 
 ある地域の幼稚園長、小中高等校長 540 名
を対象とした質問紙調査を実施した。その内

図 1 カリキュラム開発におけるリーダー

シップグループの役割（木原 2009 p.70） 



訳は、幼稚園長 53 名、小校長 287 名、中校長 130 名、そして高等校長 70 名であった。上記は、
教育センターによる管理職を対象とする研修参加者であり、学校園長が果たすべき SBCD のため
の役割遂行（学校園長の役割）や役割遂行に資する学校園長としての学びの推進（学校園長とし
ての学び）についての質問項目に回答してもらった。なお、質問項目については、島田・木原
（2018）や島田・木原（2019）をもとに作成した。これらに関わる各質問項目の内容に関して、
自身の状況にあてはまる程度を 4 段階で回答してもらった。 
 
 ③国外における観察およびインタビュー調査 

今日的な教育課題を取り上げつつ、特色あるカリキュラムを開発している英国の小学校を対
象として調査を実施した。まず、各校のホームページに掲載されている内容や事前に入手するこ
とができた資料をもとに、当該校のカリキュラムおよびその開発の概要を把握した。その上で、
2018 年 3 月に、各校の校長、リーダーシップチームの教師や一般の教師を対象としたインタビ
ューを実施した。そこでは、各校における SBCD および開発されたカリキュラムの概要、そのプ
ロセスにおいて果たしている役割について聞き取った。また、翌 2019 年 3 月にも英国を訪問し、
継続的かつ追加的な調査を実施した。2018 年および 2019 年いずれの調査においても、インタビ
ューとあわせて、各校において、授業および校長やリーダーシップチームの教師たちの仕事の様
子を観察した。インタビューのデータは IC レコーダーあるいはフィールドノーツに記録した。
観察のデータについては、フィールドノーツおよび写真に記録した。 
 
（3）カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割のモデル化にむけた分析 
 カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割をモデル化するにあたっては、上記（2）の
調査で得たデータを用いて分析を行った。まず、図 1 のモデルをもとに、実践的リーダーが果た
す役割との異同を確認した。また、複数の校長が共通して果たしている役割を抽出・グルーピン
グした。次に、SBCD およびカリキュラム・マネジメントにおいて校長が果たしている複数の役
割の関連性を検討して、モデルとして表現した。なお、これらの分析においては、主に研究代表
者がそれを担い、研究分担者が結果の妥当性を確認した。両者の判断が異なる場合は、インタビ
ューの元データを再度読み込み、協議により、分析結果を確定させた。 
 
（4）カリキュラム・マネジメントを推進する校長のためのポートフォリオの開発と評価 
 上記（1）～（3）の取り組みから導き出された知見をふまえつつ、「カリキュラム・マネジメ
ントを推進する校長のためのポートフォリオ（試案）」を開発した。ポートフォリオ（試案）に
は、校長が果たす役割についての解説やその進捗状況を確認したり構想したりするワークシー
トを含む小冊子を収録することとし、その内容や形式を小学校と中学校の校長、合計 11 名に評
価してもらった。内容については、「役立ちそう」「少し役立ちそう」「あまり役立ちそうにない」
「役立ちそうにない」の 4 段階で評価してもらうとともに、「よかった点」や「改善した方がよ
い点」を自由記述で回答してもらった。そのほか、形式についても「見やすい」「少し見やすい」
「あまり見やすくない」「見にくい」の 4 段階で評価してもらい、あわせて「よかった点」や「改
善した方がよい点」について自由記述で回答してもらった。これらの評価結果をもとに、ポート
フォリオの内容と形式について検討を行い、改訂作業を経て、完成版を作成・印刷した。 
 
４．研究成果 
（1）研究の主な成果 

①カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割モデルの開発 
 上記 3（3）で示した分析を経て、カリキュラム・マネジメントにおける校長の役割を図 2 の
ようにモデル化した。このモデルでは、SBCD も視野に入れつつカリキュラム・マネジメントで
校長が果たす役割が示されている。また、
校長が果たす 8つの役割間の関連性も示さ
れており、全体像を把握することができ
る。また、「リソースの確保と活用」など校
長が果たす役割が学校外に及ぶことはこ
れまでも指摘されていたが、本研究を通じ
て、学校外において果たしている役割が具
体化され、さらには、それが学校内におけ
る役割とも連続性をもっていることが確
認された。 
 
②カリキュラム・マネジメントを推進す

る校長のためのポートフォリオの開発 
 上記 3（4）で示した手順を経て、「カリ
キュラム・マネジメントを推進する校長の
ためのポートフォリオ－カリキュラム開
発の充実のために－」が開発された。開発 図 2 本研究を通じて開発されたモデル 



されたポートフォリオは、図 3 の通りである。このポー
トフォリオには、カリキュラム・マネジメントの軌跡、
具体的には各種資料等をおさめることができるよう、ク
リアポケットが付けられている。また、ポートフォリオ
の使い方、カリキュラム・マネジメントを推進する際に
校長に求められる役割についての解説と進捗状況をチ
ェックしたり、さらなるアクションを構想したりするた
めのワークシート、校長として果たした役割についての
自己評価するためのワークシートから構成される小冊
子（全 28 ページ）がおさめられている。カリキュラム・
マネジメントを推進する際に校長に求められる役割に
ついての解説は、図 2 に示した 8 つの役割を視点として
まとめられている。 
 
（2）得られた成果の国内外における位置づけとインパ
クト 
 上記（1）で示した本研究の成果は、カリキュラム研究
および教育工学研究における学術的意義があると考え
られる。まず、本研究を通じて、カリキュラム・マネジ
メントにおける校長の役割についてその全体像や役割
間の関連性を示すことができた。また、そうした知見に
もとづいて、今後のカリキュラム・マネジメントの推進に資するツールとしてポートフォリオを
開発することができた。こうした意味において、カリキュラム・マネジメントに対する教育工学
的なアプローチにもとづく研究として位置づけることができる。また、本研究を通じて開発され
たポートフォリオは小学校や中学校の校長に配布しており、研究知見の学校現場への還元とい
う意味において、社会的意義もあるものと考えられる。 
 
（3）今後の展望 

本研究をさらに発展させるためには、まず、本ポートフォリオの活用について、その実態を把
握することが求められる。また、それにより各校のカリキュラム・マネジメントが充実したのか
どうかという点について把握、検討することも必要となろう。さらには、本ポートフォリオを用
いた研修の開発についても、今後のさらなる研究の展望として挙げることができる。 
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